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1.研究活動概要

　当研究所は、「エネルギーセキュリティーの確保と地球環境問題への対応」に向け、
2010年度は「原子力技術」、「電力安定供給技術」および「環境・エネルギー利用技術」
を研究の 3本柱として、電力供給力の維持・向上を目的とした供給側の技術開発はもとよ
り、需要家側のエネルギー高効率利用やバイオマス利用、再生可能エネルギーの活用等、
社会全体の低炭素化につながる技術開発を展開してまいりました。
　このうち、電気事業や社会のニーズが高く、タイムリーな成果の獲得と活用を図る必要
がある課題を、「プロジェクト課題」とし、8つの専門別研究所＊の連携による横断的な推
進体制により総合力を発揮して研究を推進しております。また、課題解決の源泉となる基
盤技術について、8専門別研究所の特徴と専門能力を生かしつつ、維持・継承する技術、
発展させる技術、需要家側のエネルギー高効率利用など新たな研究展開に必要な技術など、
将来を見据えた基盤技術の整備と向上を目指し、「基盤技術課題」として研究に取り組ん
でいます。
　2010年度は、右ページの「研究課題構成」に示しますように、37 のプロジェクト課
題と 36 の基盤技術課題のもとで研究を推進しました。また軽水炉の高経年化対策に関す
る研究を「総括プロジェクト」として、横断的な推進体制により重点的に取り組みました。
　2010年度に得られた主要な研究成果を、プロジェクト課題については課題毎に、基盤
技術課題については専門別研究所単位で、各研究課題の目的などと合わせて 2章に示しま
す。
　また、研究活動を支えるため、2010年度には、「高拘束条件下き裂進展特性評価設備」、「大
容量電力短絡試験設備の更新」、「電力系統シミュレータの設備更新・増強」などの新規研
究設備を導入しました。各研究設備の概要を 3章に示します。併せて、活動実績を 4章に
取りまとめました。

注＊「社会経済研究所」、「システム技術研究所」、「原子力技術研究所」、「地球工学研究所」、「環境科学研究所」、
　　「電力技術研究所」、「エネルギー技術研究所」、「材料科学研究所」

01.indd   2 11/06/13   14:47



3

エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
確

保
・
地
球

環
境
問

題
へ
の
対

応

原
子
力
技
術

電
力
安
定
供
給
技
術

環
境

・
エ
ネ
ル
ギ
ー
利

用
技

術

バ
ッ
ク
エ
ン
ド
事

業
支

援

■
リ
サ
イ
ク
ル
燃

料
の
輸

送
・
貯
蔵

■
高

レ
ベ
ル
放

射
性

廃
棄

物
処
分

■
低

レ
ベ
ル
放

射
性

廃
棄

物
処
分

次
世

代
炉

・
サ
イ
ク
ル
技

術

■
金

属
燃

料
サ
イ
ク
ル
の
実
用
性
評
価

軽
水

炉
高

経
年

化
対

策

■
圧

力
容

器
の
照

射
脆

化
と
健
全
性
評
価

■
S
C
C
現

象
の
解

明
と
健
全
性
評
価

■
配

管
減

肉
・
減

肉
耐

震
評
価

■
機

器
・
配

管
お
よ
び
電

気
計
装
品
の
劣
化
診
断

耐
震

信
頼

性
向

上

■
原

子
力

土
木

構
造

物
の
耐
震
裕
度
評
価

放
射

線
安

全

■
低

線
量

放
射

線
影

響
の
機
構
解
明

■
合

理
的

放
射

線
安

全
確

保

電
化

・
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
技

術

■
電

化
厨

房
設

計
支

援
■

高
性

能
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ

■
低

損
失

パ
ワ
ー
半

導
体

■
低

損
失

コ
ン
パ
ク
ト
電

力
変

換
応

用
機

器
■

二
次

電
池

利
用

■
高

安
全

リ
チ
ウ
ム
電

池

次
世

代
グ
リ
ッ
ド
技

術

■
需

要
地

系
統

の
需

給
一

体
化

運
用

・
制

御

■
次

世
代

通
信

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム

■
デ
マ
ン
ド
レ
ス
ポ
ン
ス
の
評

価

■
需

要
地

系
統

と
協

調
し
た
基

幹
系

統
の
運

用

■
需

要
地

系
統

用
次

世
代

機
器

温
暖

化
予

測
と
影

響
評

価

■
温

暖
化

の
長

期
予

測
と
適

応
支

援

■
暴

風
雨

予
測

と
電

力
設

備
の
温

暖
化

影
響

評
価

■
エ
ネ
ル
ギ
ー
技

術
戦

略

社
会

経
済

研
究

所
◆

エ
ネ
ル
ギ
ー
事

業
政

策
◆

地
域

政
策

◆
エ
ネ
ル
ギ
ー
技

術
政

策
◆

ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ァ
ク
タ
ー
研

究

シ
ス
テ
ム
技

術
研

究
所

◆
電

力
シ
ス
テ
ム

◆
需

要
家

シ
ス
テ
ム

◆
通

信
シ
ス
テ
ム

◆
情

報
数

理

原
子
力
技
術
研
究
所

◆
発
電
基
盤
技
術

◆
次
世
代
サ
イ
ク
ル

◆
原
子
炉
シ
ス
テ
ム
安
全

◆
原
子
力
応
用
・
将
来
技
術

地
球
工
学
研
究
所

◆
地
圏
科
学

◆
地
震
工
学

◆
構
造
工
学

◆
流
体
科
学

環
境
科
学
研

究
所

◆
大
気
・
海
洋

環
境

◆
水
域
環
境

◆
生
物
環
境

◆
環
境
リ
ス
ク
評

価
◆
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

電
力
技
術
研

究
所

◆
高
電
圧
・
絶

縁
◆
雷
・
電
磁
環

境
◆
高
エ
ネ
ル
ギ
ー

◆
電
力
応
用

◆
大
電
流
技

術

エ
ネ
ル
ギ
ー
技

術
研

究
所

◆
高

効
率

発
電

◆
燃

料
高

度
利

用
◆

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
・
蓄

熱
◆

エ
ネ
ル
ギ
ー
変

換
◆

熱
流

体
・
反

応
数

値
解

析

材
料

科
学

研
究

所
◆

原
子

力
材

料
◆

火
力

材
料

◆
エ
ネ
ル
ギ
ー
変

換
・
貯

蔵
材

料
◆

先
進

機
能

材
料

◆
P
D
制
度
に
関
す
る
非
破

壊
検
査
の
高
度
化

電
力

中
央

研
究

所
2
0
1
0
年

度
研

究
課

題
構

成
■
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
課
題
名

◆
基
盤
技
術
課
題
名

次
世
代
火
力
技
術

■
IG
C
C
の
燃
料
種
拡
大
化
・
高
効
率
化

■
低
品
位
燃
料
の
利
用
技
術

■
バ
イ
オ
マ
ス
／
廃
棄
物
高
度
利
用
技
術

■
C
O

2
回
収
型
火
力
シ
ス
テ
ム

■
C
O

2
貯
留
技
術

流
通
設
備
の
運
用
・
保
守

■
変
電
・
地
中
送
電
設
備
の
劣
化
診
断
・
高

経
年

運
用

■
送
電
設
備
の
風
雪
塩
害
評
価

■
P
C
B
汚
染
変
圧
器
の
簡
易
処
理
・
計
測

技
術

■
配
変
電
設
備
の
戦
略
的
災
害
復
旧
支
援

■
IC
T
社
会
に
お
け
る
雷
害
対
策

発
電
設
備
の
運
用
・
保
守

■
水
力
施
設
の
防
災
・
維
持
管
理
技
術

■
検
査
・
予
測
・
監
視
の
統
合
化
設
備
診
断

技
術

基
盤

技
術

課
題

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
課

題

2
0
1
0
年
度
　
研
究
課
題
構
成
（
2
0
1
1
年
3
月
3
1
日
現
在
）

01.indd   3 11/06/13   14:47


	電力中央研究所の組織
	目　　次
	1.研究活動概要
	プロジェクト課題

	2.主要な研究成果
	プロジェクト課題
	原子力技術
	圧力容器の照射脆化と健全性評価
	S C C 現象の解明と健全性評価
	配管減肉・減肉耐震評価
	機器・配管および電気計装品の劣化診断
	リサイクル燃料の輸送・貯蔵
	高レベル放射性廃棄物処分
	低レベル放射性廃棄物処分
	原子力土木構造物の耐震裕度評価
	金属燃料サイクルの実用性評価
	低線量放射線影響の機構解明
	合理的放射線安全確保

	電力安定供給技術
	変電・地中送電設備の劣化診断・高経年運用
	送電設備の風雪塩害評価
	P C B 汚染変圧器の簡易処理・計測技術
	配変電設備の戦略的災害復旧支援
	I C T 社会における雷害対策
	水力施設の防災・維持管理技術
	検査・予測・監視の統合化設備診断技術
	I G C C の燃料種拡大化・高効率化
	低品位燃料の利用技術
	バイオマス／廃棄物高度利用技術
	C O2回収型火力システム
	C O2貯留技術

	環境・エネルギー利用技術
	温暖化の長期予測と適応支援
	暴風雨予測と電力設備の温暖化影響評価
	電化厨房設計支援
	高性能ヒートポンプ
	低損失パワー半導体
	低損失コンパクト電力変換応用機器
	二次電池利用
	高安全リチウム電池
	需要地系統の需給一体化運用・制御
	次世代通信ネットワークシステム
	デマンドレスポンスの評価
	需要地系統と協調した基幹系統の運用
	需要地系統用次世代機器
	エネルギー技術戦略


	基盤技術課題
	社会経済研究所
	システム技術研究所
	原子力技術研究所
	地球工学研究所
	環境科学研究所
	電力技術研究所
	エネルギー技術研究所
	材料科学研究所


	3.主要な新規研究設備
	主要な新規研究設備
	高拘束条件下き裂進展特性評価設備
	大容量電力短絡試験設備－投入開閉器の更新、発電機相分離母線の更新
	電力系統シミュレータの設備更新・増強（第2期）


	4.活動実績
	付表
	研究報告等
	特許登録一覧
	出版物
	外部表彰
	公刊物等一覧
	所在地一覧


	M10024



